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研 究 課 題 音楽および音声の分析・生成手法の開発とその応用 
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研究概要 

音楽と音声は、聴覚で知覚する時系列メディアとして双璧をなす。音声言語は辞書や文法が

すでに確立されているのに対し、音楽は、一定の法則はすでに形式化されているものの、音

声言語ほど絶対的な制約ではない。このような違いにかんがみ、音声や音楽を機械学習によ

って分析・生成する手法の開発に着手する。たとえば音楽であれば、様々な音楽家が演奏し

たデータが残されているので、それらの旋律を LSTM で学習し、VAE で潜在空間に落とし込む

ことで、メロディ間の類似度の計算や新規なメロディの生成を可能にする。また、これらの

要素技術を応用した演奏支援システムなどの開発も行う。 

研 究 
 
 

の 
 
 

結 果 

以下の成果が得られた（一部を抜粋する）。 
(1) CNN によって旋律概形から旋律を生成するモデルを構築し、即興演奏システム

「JamSketch」へ適用した。 

(2) 盛り上がり度に基づくループシーケンサにおいて、ユーザの音素材配置操作の履歴に基

づいて、音素材の自動選択方法を当該ユーザに適応させる方法を試した。また、web 上で使

えるようにするため、基本的な web API の実装およびクライアント部の実装を行った。 

(3) ビデオゲームのシーンに対して最適な BGM を自動検索する技術の実現を目指し、シーン

の映像からそれに適した音響特徴を CNN によって予測するモデルを実現した。 

(4) バンド編曲のために、ギター音源からのベース音源を自動生成する方法を CNN によって

実現した。 

(5) ジャズにおけるピアノ演奏の発音タイミングとビート時刻の関係を円状に可視化する方

法を考案・実装し、実際のプロジャズピアニストの演奏に対して適用して考察を行った。 

(6) 複数のヴォーカリストが曲の中で交代しながら歌う楽曲に対して、どこを誰が歌ってい

るのか（「パート割」という）を自動推定する技術を実現する第一段階として、0.5～2.0 秒

程度に分割した各セグメントに対して歌手同定を行う実験を実施した。 

(7) メロディの「キャッチ―さ」が何かを明らかにすべく、「キャッチ―さ」＝「覚えやす

さ」と考えて、メロディの再認実験を行った。その結果、ある特定のリズムパターンが含ま

れる際に覚えやすさが向上する傾向が示唆された。 

研 究 
の 

考 察 
・ 

反 省 

 研究室の学生と二人三脚で研究を進めることにより、多種多様な研究成果を出すことができ

た。今後は、各成果をさらに発展させて査読付き論文の投稿を進めるとともに、Web ブラウ

ザなどから簡単に使えるように実装を工夫し、多くの人に成果を活用してもらえる状況を作

っていきたい。 
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